
「フィンテック（FinTech）」とは金融（Finance）と技術（Technology）を組み合わせた造語

です。世界的に普及しているスマートフォン（スマホ）のインフラやビッグデータ、人工知能

（AI）などの最新の情報技術を活用した「新たな金融サービス」を言います。

フィンテックの応用分野は、モバイル決済や「ビットコイン」のような仮想通貨、ネットを通じた

クラウドファンディングなど多岐にわたります。特に、スマホを使った金融サービスは私たちの

生活に身近な“フィンテック”となりつつあります。
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ワンポイント

フ ィ ン テ ッ ク

改めて、「フィンテック」業界を整理

■スマホを使った金融サービスを中心にフィンテックサービスが拡大中

各社資料等をもとに日興アセットマネジメントが作成

スマホ決済 送金アプリ

など

など

サービス・商品名
（企業名、親会社名等）

EC支援決済

など

掲載銘柄について、売買を推奨するものでも、将来の価格の上昇または下落を示唆するものでもありません。また、当社ファンドにおける保有・
非保有および将来の銘柄の組入れまたは売却を示唆・保証するものでもありません。

いまだ黎明期と言われるフィンテック業界。今後もますます私たちの生活スタイルを

変えてしまうようなサービスが続々と誕生すると期待されています。
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生活を一変させるイノベーション

Google Pay
（グーグル）

Cash App
（スクエア）

LINE Pay
（LINE）

アリペイ（支付宝）
（アリババ集団）

Paytm
（Paytm（ペイティーエム））

メルカド・パーゴ
（メルカドリブレ）

Apple Pay
（アップル）

楽天ペイ
（楽天）

PayPay
（株主：ソフトバンク、ヤフー）

WeChatPay
（テンセント）

ゴーペイ
（ゴジェック）

米国

Venmo
（Paypal（ペイパル））

Pring
（pring（プリン））

M-PESA
（サファリコム）

Amazon Pay
（アマゾン）

メタップスペイメント
（メタップス）

（凡例）
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○当資料は、日興アセットマネジメントが「フィンテック」についてお伝えすることなどを目的として作成した資料であり、特定

ファンドの勧誘資料ではありません。また、当資料に掲載する内容は、弊社ファンドの運用に何等影響を与えるものではあ

りません。○投資信託は、値動きのある資産（外貨建資産は為替変動リスクもあります。）を投資対象としているため、基

準価額は変動します。したがって、元金を割り込むことがあります。投資信託の申込み・保有・換金時には、費用をご負担

いただく場合があります。詳しくは、投資信託説明書（交付目論見書）をご覧ください。

FinTechワ ン ポ イ ン ト

フ ィ ン テ ッ ク

One Point


	スライド番号 1
	スライド番号 2

